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会長 筒井 義信 

 

常日頃より、経団連カーボンニュートラル行動計画の下、自主的な省エネルギ

ーの取り組みを推進いただき、厚く御礼申し上げます。 

 

資源の乏しい我が国において、エネルギーの安全保障や脱炭素化の観点から、

平時より、省エネルギーの取り組みは重要です。政府は従来から、エネルギーの

需要が増大する夏季と冬季に、省エネルギーの呼びかけを行ってきており、今年

度も例年と同様、５月 26 日、今夏の電力需給見通し等を踏まえ、令和８年度「夏

季の省エネルギーの取組について」を決定し、各方面に省エネルギーの取り組み

の呼びかけを実施しています。 

 

現在、中東情勢の緊迫化等を背景に、世界的にエネルギーの安定供給をめぐる

不確実性が高まっております。官民での懸命の努力により、現時点で原油・石油

製品等の供給総量の確保に直ちに支障をきたす状況にはなく、また、電力につき

ましても、今夏の安定供給に必要な予備率は維持できる見込みでありますが、省

エネルギーへの継続的な取り組みが重要であることに変わりありません。 

ついては、会員各位におかれましては、今年度も例年通り、エコドライブの推

進や公共交通機関の利用促進など、右政府文書等で掲げられた取り組みを参照

いただき、事業活動に影響がない範囲で、省エネルギーの取り組みをより一層推

進いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。併せて、流通面において一

部目詰まりが生じている事態や燃料油や石油製品の価格が上昇している状況に

も鑑み、引き続き、例年同様の調達・販売といった流通の円滑化や事業活動の効

率化に努めていただき、経済活動の維持にご尽力賜りたく存じます。加えて、省

エネルギー投資促進に向けた支援補助金等も積極的に活用いただき、エネルギ

ー需給構造の変革にも努めていただきますよう、お願いいたします。 

 

経団連としても、政府とも連携しながら、経団連カーボンニュートラル行動計

画等を通じて会員各位の自主的な省エネルギーの取り組みを後押しするととも

に、エネルギーの安定供給確保に向けた取り組みを進めてまいります。 

 



 

〔ご参考〕 

 

○ 夏季の省エネルギーの取組について 

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/govern

ment/data/r8fy_kaki_shouene.pdf 

 

○ 令和８年度「夏季の省エネルギーの取組について」を決定しました 

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/govern

ment/shouene_torikumi_r8summer.html 

 

以 上 

 

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/government/data/r8fy_kaki_shouene.pdf
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/government/data/r8fy_kaki_shouene.pdf
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/government/shouene_torikumi_r8summer.html
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/government/shouene_torikumi_r8summer.html

